
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心を一つに！運動会大成功（10月７日） 
「ハイ、ハイ。」「どっこいしょ、どっこいしょ。」「３・３・７拍子～！！」と、子どもたちの元気な掛け

声が運動場いっぱいに響き渡り、爽やかな秋空へと吸い込まれていきました。これまで、たくさん集団演技
の練習に取り組んできた子どもたち。この日は、練習の成果を発揮しようと、どの子も力一杯演技すること
ができました。また、各色の団長を中心に一致団結し、応援発表や各種目にも全力で取り組む姿が見られま
した。最後まで全力で取り組むこと、みんなで同じ目標に向かって力を合わせること、そして、自分の役割
に責任を持つこと。この運動会の取組を通して、また一段と高野の子どもたちは大きく成長することができ
ました。今年は、ＰＴＡ種目も取り入れ、たくさんのご家族の皆様にご協力いただきました。 
役員の皆様には、前日、そして当日の朝まで準備をお世話になりました。後片付けにもたくさんご協力い

ただき、全ての日程を予定通り行うことができました。また、地域の皆様にもたくさんご来校いただき、温
かいご声援を送っていただきました。運動会の開催に向けてご理解とご協力をいただいたすべての皆様に心
よりお礼申しあげます。 
 

 

 

 

 

【保護者の皆様からいただいた感想より】 
○６年間、運動会を毎年楽しみに過ごしてきたこの小学校生活。（中略）６年生になった今、円陣の中心に立ち、応援旗を
持った我が子の姿に涙が溢れました。周りのお友達、温かく見守ってくださった先生方、そして、この高野小学校で過
ごした６年間があったからこそ、大きく成長してくれました。本当にみんなが一つになり、やり遂げた運動会だと思っ
ています。 

○運動会お世話になりました。子どもたちの演技や競技も真剣そのもので見ている方が清々しい気持ちになりました。（中
略）家に帰ってきた子どもたちは自分の競技の話を誇らしげに話してくれて、帰ってからも家族で運動会の話で大盛り
上がり、笑顔溢れる 1 日になりました。 

○毎日暑い中たくさんの練習を重ね、自宅でもダンスの自主練に励んでいました。YouTube を見ては細かい手の向きや
角度など、自分が納得するまで練習をしていたので、当日は練習の効果を存分に発揮しにこにこ笑顔でダンスを披露し
ていて感動しました！高野小学校のアイドルたちが笑顔で楽しそうに踊っている姿に癒されました！ 

○天候にも恵まれ待ちに待った運動会！子どもたちが楽しみにしていた運動会、先生方、PTA の皆様、準備から片付けま
でありがとうございました。学年の演技では練習した演技を発揮し、集団演技でのそれそれの責任感でやり遂げること
ができ、たくさん練習してきたんだなと感極まり感動させられました。 

【子どもたちの振り返りより】 
☆最初はいっぱい失敗したけれども、どんどんうまくなりました。できるようになってよかったです。（１年生） 
☆演技をして、練習の時より楽しくて、上手にできたと思いました。運動会の前はドキドキしていたけど、終わったらや
り切ったなという気持ちになりました。（２年生） 

☆おどりは、かっこよく上手におどれました。ぼくは、特に応援をがんばりました。ふりつけや声も、一つ一つ大きくで
きたし、心を一つにできました。（３年生） 

☆踊りが成功できるかきんちょうしたけど、みんなで精一杯できたのでよかったです。１・２年生は踊りがかわいかった
し、５・６年生はかっこよかったので、また今度も５年生になった時に組体操をがんばりたいです。（４年生） 

☆負けてしまったけど、自分はとても「やり切った！」と思いました。最初は緊張していたけど、応援発表の時、みんな
が後ろから頑張って声を出してくれていました。（中略）「軌跡（集団演技）」では、みんなと心を一つにしてできまし
た。誰かが間違えたり失敗したりしても他の人がカバーする。それが協力だと思いました。野外活動で学んだ「協力」
が、また大切だなと感じた思い出に残る運動会でした。（５年生） 

☆小学校最後の運動会。私は、正直、赤白関係なく仲良く楽しく終わりたいと思っていました。泣いても笑ってもこれが
最後と思い、一つ一つを全力でがんばりました。（中略）運動会当日、みんなで肩を組んだ時、みんなと心を一つにすれ
ば（演技で）間違えたってダメなことではないと思いました。もちろん間違えない方がいいけれど、肩を組んだ瞬間、
心が一つになった感じがしました。（６年生） 

☆今年の演技は、力を全部ふりしぼり全力でがんばりました。最初の練習の時はできなかったけど、だんだん努力を重ね
たら本当に上手にできました。本番はたくさんの人がいて、とってもドキドキしました。組体操の三人技もできました。
（６年生・わかば学級） 



ふるさとを疾走！校内マラソン大会（10月 26日） 
 

低学年は１周、高学年は２周。秋が深まりゆく学校周辺のコースを 
ゴール目指して自分のペースで走り切りました。持久走はまさに自分 
との闘い。弱気になる自分と向き合いながら頑張る子どもたちの姿は 
輝いていました。沿道よりたくさんの方に温かいご声援をいただき、
ありがとうございま 
した。また、走路員 
としてご協力いただ 
いた皆様、お車の通 
行等でご配慮いただ 
いた皆様、ありがと 
うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生 乗り物たんけん（10月 17日） 
 

 公共の施設や乗り物について体験するために、探検に
出かけました。駅では切符を購入し、列車に乗って神崎
の海まで行きました。駅での仕事の様子や図書館の仕組
みなどについても学ばせていただき、自分たちの暮らし
がたくさんの人や物によって支えられていることを実
感することができました。 
 

小中一貫教育のコーナー  城南中学校区教育目標 ～つながり、挑戦する児童生徒の育成～ 
1１月７日 城南中学校区小中一貫教育研究発表会（予定）     
 これまで城南校区の１中学校３小学校で進めてきた小中一貫教育の取組について、市内 
の先生方に広く発信することを目的に研究発表会を開催します。当日、本校では、４年生 
「算数」６年生「体育」の授業公開も行います。小小連携で頑張る子どもたちの様子や小 
中学校の教員で共に大切に指導してきたこと、城南校区として目指す児童生徒の姿につい 
て、全体会で発表します。全体会は、城南中学校で行ないます。 

読書の秋～ブックトーク～ 
 

舞鶴市立図書館の司書の皆様にお越しいた
だき、ブックトークをしていただきました。テ
ーマに沿ったたくさんの本を紹介していただ
き、子どもたちの瞳はキラキラと輝いていまし
た。秋の夜長、ぜひ、ご家庭でも読書の時間を
設けていただければと思います。 
 

【男子】                   
   １位     ２位     ３位     
１年 嵯峨根一惺  浅井 奏壱  永野 幸汰 
２年 小野 航   高田 琉斗  壷内 聡志 
３年 中尾 桐維  村 拓馬  小西 武尊 
４年 瀬戸清志郎  舩本 歩   高田 悠吏   
５年 山田 育希  長舩 愛士  小中 柊七  
６年 浪江 悠月  籔内 颯人  南部 朔   
【女子】 

１位     ２位     ３位 
１年 舩原 陽菜  亀井望結奈  山中 心陽 
２年 小中 望羽  梅垣 羽花  田中 玲惟 
３年 野田 瑚都  安達つむぎ  永野 花絵 
４年 嵯峨根心美  中島 心羽  北嶋 心咲 
５年 梅垣 陽菜  國谷 巴七  田中 芭琉 
６年 山田 結音  平野 葉奈  山乃々葉 

５・６年生 アートデリバリー（10月 25日） 
 

 声楽家の方をお招きして５・６年生が合唱指導をして
いただきました。子どもたちは、11 月 10 日の舞鶴市小
学校合同音楽会に向けて猛練習中です。今回は、歌い方
のポイントだけでなく、歌詞に込められた思いや情景を
考えながら歌い方を工夫することの大切さについても
教えていただきました。子どもたちの歌声も一段と響き
を増し、音楽会での発表が楽しみになってきました。ま
さに、芸術の秋です。 
 

児童会引継ぎ式 
 

 児童会本部の新たな役員が任
命されました。そして、前期から
のバトンを受け継ぎ、一人一人が
自分の目標や決意を述べました。 
 これまで全校の先頭に立って
児童会活動をリードしてきた前
期の役員に大きな拍手を送ると
ともに、新たな役員のさらなる活
躍に期待したいと思います。 
 
後期児童会本部役員 
会会長 泉  咲花   
副会長 和田 昇真 
議会長 宮田 彩蓮 
書会記 小中 柊七   
書会記 平  妃那 

 

がんばる先輩は、かっこいい。 

教育実習終了！！ 
 

 ９月 29 日からの４週間。本校の卒業生が教
育実習に取り組みました。実習期間中は各学年
の授業参観だけでなく、指導教員のもとで自ら
も授業を行い、授業づくりの大切さについても
学びました。夢に向かって頑張る先輩の姿は、
きっと子どもたちにとっても憧れの存在とな
ったことと思います。 
 


